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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期
第３四半期
累計期間

第31期
第３四半期
累計期間

第30期
第３四半期
会計期間

第31期
第３四半期
会計期間

第30期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 11,625,74711,256,7153,963,5483,698,25516,267,123

経常利益（千円） 4,235,7895,039,956533,9152,150,0825,306,387

四半期（当期）純利益（千円） 2,247,8942,916,678309,9011,274,7412,609,286

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 10,519,00010,519,00010,519,000

発行済株式総数（株） － － 20,176,00020,176,00020,176,000

純資産額（千円） － － 59,805,17860,576,43458,986,910

総資産額（千円） － － 65,351,45966,622,66066,127,866

１株当たり純資産額（円） － － 3,124.203,215.553,130.51

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
113.53 154.82 15.90 67.67 133.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
113.49 － 15.90 － 133.03

１株当たり配当額（円） 40 40 － － 80

自己資本比率（％） － － 91.5 90.9 89.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
143,9163,863,393 － － 1,902,152

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,295,159△94,535 － － △2,242,733

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△4,957,229△1,519,725 － － △5,933,673

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 29,938,34932,061,14129,829,668

従業員数（人） － － 606 646 587

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社企業集団が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 646 (44)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（アルバイト、人材会社からの派遣社員を含む）は、当第３四半期会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績をプロダクト別に示すと、次のとおりであります。

プロダクト別 金額（千円） 前年同期比（％）

ソリューションテクノロジー 940,674 99.5

関連製品 564,069 94.9

合計 1,504,743 97.7

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社は、主にパッケージソフトウェア（ソリューションテクノロジー）の販売を行っており、個別受注に基づく製

品の生産の割合が僅少のため記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 金額（千円） 前年同期比（％）

プロダクト   

ソリューションテクノロジー 1,008,955 107.0

関連製品 843,184 76.5

小計 1,852,140 90.6

サービス 1,846,115 96.2

合計 3,698,255 93.3

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）業績の状況　

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な不況が長期化する中、一部では生産の持ち直しや株価回復な

どが見られたものの、内需の低迷で回復力が弱く、雇用情勢の悪化や設備投資の減少が続き、景気は厳しい状況で推移

しました。当社の属する情報サービス産業においても、企業のＩＴ投資抑制の動きは継続し、新規ＩＴ投資が凍結する

企業もあるなど厳しい状況で推移しております。　

　このような経済環境のもと、第２四半期と同様に、販売パートナー様向けの全国新製品発表会を開催し、既存顧客を

中心にビジネスを活性化させ、新規顧客の開拓も視野に入れ、販売体制強化に注力いたしました。また「原点回帰」を

スローガンに掲げて、コスト削減、生産性向上、競争力強化などのユーザーニーズにマッチしたプロダクト提案を積極

的に行いました。

　このような活動の結果、当第３四半期会計期間における業績は次の通りとなりました。

　売上高は、ソリューションテクノロジー（奉行シリーズ製品）が順調に推移し売上増となりましたが、関連製品（サ

プライ製品等）及びサービスの売上減の影響などにより36億98百万円（前年同期比6.7％減）となりました。

　損益面については、研究開発費及び販売費等のコスト削減効果をうけ、営業利益は15億68百万円（同56.5％増）とな

りました。また経常利益21億50百万円（同302.7％増）、四半期純利益12億74百万円（同311.3％増）については、投資

有価証券売却益および受取配当金の増加によるものであります。

　

（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、320億61百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果支出した資金は、11百万円（前年同期は12億57百万円の支出）となりました。主なマイナス要因は、

法人税等の支払額12億49百万円であり、主なプラス要因は、税引前四半期純利益21億50百万円あります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は、10億６百万円（前年同期は19億40百万円の支出）となりました。主な要因は、投資

有価証券の売却等による収入58億10百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、７億53百万円（前年同期は36億22百万円の支出）となりました。主な要因は、配当

金の支払額によるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、４億43百万円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　今後の経済状況につきましては、世界的な金融不安や経済減速の影響を受けて、わが国経済も景気後退が強く懸念さ

れ、今後の経営環境は予断を許さない状況で推移するものを考えます。

　当社は、このような環境下で、生産性の向上やコスト削減がますます重要な経営課題になってくると認識し、改めて

経営基本戦略（コアコンピタンス）を念頭に置き、様々なテクノロジーを活用し、お客様のニーズや経営環境にマッ

チしたソリューションテクノロジーを提供してまいります。

経営基本戦略 

１.企業の勘定（業務）系及び情報系にフォーカスする。

２.中堅中小企業にフォーカスする。

３.マイクロソフト社のテクノロジーにフォーカスする。

４.アライアンス・パートナー戦略に注力する。

５.奉行ブランド戦略に注力する。

 

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

　資本の財源及び資金の流動性については、第２（事業の状況）４（財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状

況の分析）（2）キャッシュ・フローの状況をご参照ください。

 

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は「自由と公平」「採用と教育」「革新と戦略」を基本方針とし、先進的なＩＴ（情報技術）を駆使し、お客様

の満足を徹底的に追及する「顧客第一主義」の思想をプロダクト開発に貫き、保守・導入指導等のサービスを提供し

ております。また創業以来、中堅及び中小企業のＩＴ化を強力にサポートするリーディングカンパニーとしての役割

を自覚し、基幹業務ソリューションの進化を業界の先頭に立って開拓してまいりました。今後は、当社の得意分野を明

確にし、その一点に経営資源を集中的に投下する戦略をとることでＩＴの荒波を乗り越え成長につながると考えま

す。また顧客ニーズにひとつひとつ誠実に向き合うことが、当社の誇るサービスの良さであり、技術向上につながるも

のと確信しております。

　今後注目されるＩＴキーワードは、「グローバルでのＩＴ標準化」「強固で柔軟なＩＴインフラの整備」「自社運

用か外部サービス利用かの選択」「ＩＦＲＳなどの新たな法制度への対応」と考えます。また、ＩＴインフラを最適

化するクラウドコンピューティング＆サーバー仮想化（※）技術は、企業の競争力強化に必要不可欠な基盤になるも

のと考えます。ＩＴの大きな変革をとらえ、様々なテクノロジーを活用して、イノベーションを起こしていくことが必

要であると認識しております。社会的責任を果たすべく、法令を遵守した継続的かつ安定的な企業成長を目指し、お客

様、株主、社員及び地域社会のご期待に応えてまいります。

（※）クラウドコンピューティング＆サーバー仮想化

クラウドコンピューティングとは、インターネット上の「どこか」にあるハードウェアリソース、ソフトウェ

アリソース、データリソースをユーザーがその所在や内部構造を意識することなく利用できる環境ないしその利

用スタイルをいいます。

サーバー仮想化とは、複数のサーバーを単一のサーバー上で実行する技術です。サーバー仮想化により、サー

バー台数の削減、サーバー資源の効率的な利用が実現します。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,704,000

計 80,704,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,176,000 20,176,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は50株

であります。

計 20,176,000 20,176,000 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月24日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 581

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

 単元株式数 50株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 29,050

新株予約権の行使時の払込金額（円） 5,100

新株予約権の行使期間
自　平成19年６月25日

　至　平成22年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　5,100

資本組入額　2,550

新株予約権の行使の条件

(1)新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権

者」という。）は、新株予約権の行使時において、当社又

は当社子会社の取締役、監査役又は従業員であることを

要する。ただし、当社の取締役、監査役が任期満了により

退任した場合もしくは当社の従業員が定年により退職

した場合、その他正当な事由のある場合はこの限りでは

ない。

(2)各新株予約権の一部行使はできないものとする。

(3)新株予約権者から当社への新株予約権返還事由、新株予

約権の行使の制限その他に関して新株予約権割当契約

に定めるものとする。

(4)その他の権利行使の条件については、取締役会において

決定するものとする。 

新株予約権の譲渡に関する事項

(1)第三者への譲渡、質入れその他一切の処分は認めないも

のとする。

(2)新株予約権を譲渡するときは当社取締役会の承認を要

するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 20,176,000 － 10,519 － 18,415

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ　

　ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間の末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載の内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,337,350 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  18,837,950 376,759 －

単元未満株式 普通株式         700 － －

発行済株式総数 20,176,000 － －

総株主の議決権 － 376,759 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

株式会社オービックビジ

ネスコンサルタント

東京都新宿区西新

宿六丁目８番１号
1,337,350－ 1,337,3506.63

計 － 1,337,350－ 1,337,3506.63

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 3,480 3,860 4,050 4,770 4,840 5,010 4,970 4,360 4,020

最低（円） 3,030 3,180 3,570 3,600 4,210 4,270 4,150 3,750 3,640

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半

期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.10％

売上高基準 0.66％

利益基準 △1.49％

利益剰余金基準 △0.28％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,061,057 29,309,047

受取手形 128,495 128,745

売掛金 2,386,688 4,097,840

有価証券 84 520,621

商品及び製品 98,463 87,743

仕掛品 1,003 972

原材料及び貯蔵品 62,792 67,583

前払費用 76,399 76,399

未収入金 553,781 2,825

関係会社短期貸付金 120,000 100,000

繰延税金資産 147,641 19,276

その他 7,331 7,856

貸倒引当金 △18,544 △8,487

流動資産合計 35,625,194 34,410,425

固定資産

有形固定資産 ※1
 271,186

※1
 347,596

無形固定資産 162,938 210,167

投資その他の資産

投資有価証券 26,193,024 26,530,322

関係会社株式 65,843 121,043

関係会社出資金 1,452,195 1,452,195

関係会社長期貸付金 184,517 84,517

長期預金 1,300,000 1,300,000

敷金及び保証金 572,504 591,069

会員権 93,830 93,830

破産更生債権等 12,455 15,512

繰延税金資産 790,094 1,075,367

貸倒引当金 △101,122 △104,179

投資その他の資産合計 30,563,341 31,159,676

固定資産合計 30,997,466 31,717,440

資産合計 66,622,660 66,127,866
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 135,474 291,617

未払金 257,647 436,976

未払費用 369,085 455,247

未払法人税等 730,451 520,000

未払消費税等 104,650 33,285

預り金 84,988 61,568

前受収益 3,668,400 4,704,545

役員賞与引当金 20,000 20,000

その他 28,072 16,213

流動負債合計 5,398,771 6,539,454

固定負債

退職給付引当金 647,454 601,500

固定負債合計 647,454 601,500

負債合計 6,046,226 7,140,955

純資産の部

株主資本

資本金 10,519,000 10,519,000

資本剰余金 18,949,268 18,949,268

利益剰余金 34,821,601 33,412,170

自己株式 △5,167,758 △5,154,520

株主資本合計 59,122,111 57,725,918

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,454,322 1,260,992

評価・換算差額等合計 1,454,322 1,260,992

純資産合計 60,576,434 58,986,910

負債純資産合計 66,622,660 66,127,866
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 11,625,747 11,256,715

売上原価 2,458,477 1,858,593

売上総利益 9,167,269 9,398,122

販売費及び一般管理費 ※
 6,423,166

※
 5,193,458

営業利益 2,744,103 4,204,663

営業外収益

受取利息 17,504 7,251

有価証券利息 29,118 22,065

受取配当金 475,144 859,528

投資有価証券売却益 1,345,427 1,068,498

その他 78,991 －

営業外収益合計 1,946,186 1,957,344

営業外費用

投資有価証券売却損 119,240 526,563

投資事業組合運用損 286,538 341,652

投資有価証券評価損 40,344 219,981

その他 8,376 33,854

営業外費用合計 454,500 1,122,052

経常利益 4,235,789 5,039,956

特別利益

固定資産売却益 694 －

貸倒引当金戻入額 19,355 －

特別利益合計 20,050 －

特別損失

投資有価証券評価損 30,000 31,800

関係会社株式評価損 － 55,200

関係会社社債評価損 300,000 －

関係会社出資金評価損 83,962 －

会員権評価損 1,050 －

固定資産除却損 － 2,812

役員退職慰労金 － 36,600

特別損失合計 415,012 126,412

税引前四半期純利益 3,840,827 4,913,544

法人税、住民税及び事業税 1,862,710 1,971,552

法人税等調整額 △269,778 25,313

法人税等合計 1,592,932 1,996,865

四半期純利益 2,247,894 2,916,678
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,963,548 3,698,255

売上原価 766,842 594,306

売上総利益 3,196,705 3,103,948

販売費及び一般管理費 ※
 2,194,074

※
 1,535,276

営業利益 1,002,630 1,568,672

営業外収益

受取利息 345 454

有価証券利息 1,701 6,200

受取配当金 108,676 262,927

投資有価証券売却益 － 827,333

営業外収益合計 110,722 1,096,916

営業外費用

投資有価証券売却損 119,240 449,187

投資事業組合運用損 391,638 56,593

投資有価証券評価損 40,344 －

その他 28,213 9,724

営業外費用合計 579,437 515,505

経常利益 533,915 2,150,082

特別損失

会員権評価損 1,050 －

特別損失合計 1,050 －

税引前四半期純利益 532,865 2,150,082

法人税、住民税及び事業税 237,165 641,605

法人税等調整額 △14,201 233,735

法人税等合計 222,964 875,341

四半期純利益 309,901 1,274,741
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,840,827 4,913,544

減価償却費 180,000 180,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 57,643 45,953

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,000 7,000

受取利息及び受取配当金 △521,767 △888,846

投資有価証券売却損益（△は益） △1,226,186 △541,935

投資有価証券評価損益（△は益） 70,344 251,781

関係会社株式評価損 － 55,200

関係会社社債評価損 300,000 －

関係会社出資金評価損 83,962 －

投資事業組合運用損益（△は益） 286,538 341,652

有形固定資産除却損 － 2,812

売上債権の増減額（△は増加） 1,840,077 1,711,402

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,648 △5,960

仕入債務の増減額（△は減少） △47,502 △156,142

未払消費税等の増減額（△は減少） △49,883 71,365

未払費用の増減額（△は減少） △89,065 △86,161

前受収益の増減額（△は減少） △916,439 △1,036,145

その他 △114,262 △132,276

小計 3,636,636 4,733,243

利息及び配当金の受取額 538,633 891,250

法人税等の支払額 △4,031,354 △1,761,100

営業活動によるキャッシュ・フロー 143,916 3,863,393

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △6,462,239 △6,490,882

投資有価証券の売却による収入 5,683,607 6,558,206

関係会社貸付金の回収による収入 － 100,000

関係会社貸付けによる支出 △400,000 △220,000

有形固定資産の取得による支出 △47,271 △3,608

有形固定資産の売却による収入 1,590 －

無形固定資産の取得による支出 △47,578 △56,815

敷金及び保証金の回収による収入 1,742 23,205

敷金及び保証金の差入による支出 △25,011 △4,640

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,295,159 △94,535

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,593,087 △1,506,488

自己株式の取得による支出 △3,388,582 △13,237

自己株式の処分による収入 24,440 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,957,229 △1,519,725

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29,556 △17,659

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,138,029 2,231,473

現金及び現金同等物の期首残高 36,076,379 29,829,668

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 29,938,349

※
 32,061,141
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　１　一般債権の貸倒見積高の算出方法 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算出したもの

と著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

　２　固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定

しているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定してお

ります。　

　３　法人税等の納付税額の算定方法 加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合に、前事業年度において使用した将来の業績予測を利用する方

法によっております。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、778,460千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、696,683千円で

あります。　

２　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交

換日をもって決済処理しております。なお、当四半期

会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の

四半期会計期間末日満期手形が四半期末残高に含ま

れております。

 －

受取手形 12,641千円
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（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。  

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。  

広告宣伝費 481,044千円

給与・賞与 1,359,350千円

退職給付費用 30,373千円

賃借料 458,591千円

研究開発費 1,802,656千円

広告宣伝費 384,979千円

給与・賞与 1,297,655千円

退職給付費用 32,596千円

賃借料 422,626千円

研究開発費 1,418,382千円

 

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。  

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。  

広告宣伝費 147,372千円

給与・賞与 407,163千円

退職給付費用 10,108千円

賃借料 148,348千円

研究開発費 633,025千円

広告宣伝費 117,661千円

給与・賞与 329,611千円

退職給付費用 10,779千円

賃借料 118,352千円

研究開発費 443,405千円
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

現金及び預金 29,779,330千円

有価証券 159,019千円

現金及び現金同等物 29,938,349千円

 

現金及び預金 32,061,057千円

有価証券 84千円

現金及び現金同等物 32,061,141千円

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12

月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 20,176千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,337千株

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期会計期間末残高　 －　千円

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月23日

定時株主総会
普通株式 753,702 40 平成21年3月31日平成21年6月24日利益剰余金

平成21年10月27日

取締役会
普通株式 753,544 40 平成21年9月30日平成21年11月25日利益剰余金
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（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べ

て著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 952,512 1,724,316 771,804

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 15,258,227 16,961,743 1,703,516

合計 16,210,739 18,686,059 2,475,320

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

 

（持分法損益等）

　前第３四半期累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）及び

　当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

関連会社に持分法を適用した場合の投資損益等については、重要性がないため記載を省略しております。

　

　前第３四半期会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び

　当第３四半期会計期間（自 平成21年10月１日　至 平成21年12月31日）

関連会社に持分法を適用した場合の投資損益等については、重要性がないため記載を省略しております。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

 

２．当第３四半期会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 3,215.55円 １株当たり純資産額 3,130.51円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 113.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
113.49円

１株当たり四半期純利益金額 154.82円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 2,247,894 2,916,678

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,247,894 2,916,678

期中平均株式数（千株） 19,800 18,839

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 6 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

　新株予約権１種類（新株予

約権の数364個）

　新株予約権１種類（新株予

約権の数581個）
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前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 15.90円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
15.90円

１株当たり四半期純利益金額 67.67円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 309,901 1,274,741

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 309,901 1,274,741

期中平均株式数（千株） 19,494 18,838

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 2 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

　新株予約権１種類（新株予

約権の数364個）

　新株予約権１種類（新株予

約権の数581個）

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

該当事項はありません。

 

２【その他】

１.平成21年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額・・・・・・753,544千円 

（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・40円

（3）支払請求の効力発生日及び開始日・・・・平成21年11月25日

　（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行いました。

 

２.その他特記すべき事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月９日

株式会社オービックビジネスコンサルタント

取締役会　御中
 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳下　敏男　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　秀彰　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オービック

ビジネスコンサルタントの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間（平成20

年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オービックビジネスコンサルタントの平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　「重要な後発事象」に記載されているとおり、会社は平成21年1月27日の取締役会において自己株式の取得を決議した。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 以　上

 

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月５日

株式会社オービックビジネスコンサルタント

取締役会　御中
 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳下　敏男　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　光宏　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オービック

ビジネスコンサルタントの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第31期事業年度の第３四半期会計期間（平成21

年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オービックビジネスコンサルタントの平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 以　上

 

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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